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 博士論文の要旨 

 

 本研究においては，チューリップ切り花の品質保持に有効な化学薬剤処理方法の確立を

目的として，以下のような検討を行った． 

 

1.エテホン，6-ベンジルアミノプリン，ジベレリンおよびグルコースを用いた前処理が品質

保持に及ぼす影響 

 異なる濃度のエテホン，6-ベンジルアミノプリンおよびジベレリンを用いた前処理が， 

‘クリスマスドリーム’切り花の品質保持に及ぼす影響を調査した．エテホン処理により花茎

の伸長は抑制されたが，花の品質保持期間は約 2 日間短くなった．6-ベンジルアミノプリ

ン処理により葉の黄化は抑制されたが，花の品質保持には効果がなかった．ジベレリン処

理は，葉の黄化抑制にも花の品質保持にも効果がなかった．そこで，50 mg･L-1エテホンと

25 mg･L-1 6-ベンジルアミノプリンを組み合わせた前処理を行ったところ，花茎の伸長と葉

の黄化が同時に抑制された．なお，グルコースが品質保持に及ぼす影響はみられなかった．

以上の結果から，チューリップ切り花の品質保持には，エテホンと 6-ベンジルアミノプリ

ンを組み合わせて用いた前処理が有効であると結論した． 

 

2. チューリップ切り花における糖質と抗菌剤を用いた後処理が品質保持に及ぼす影響 

 異なる濃度のグルコース，スクロース，フルクトースおよびトレハロースと抗菌剤を用

いた後処理が，‘イルデフランス’切り花の品質保持に及ぼす影響を調査した．その結果，い

ずれの糖質にも花の品質保持期間の延長効果が認められた．しかしながら，1% グルコー

ス以外の処理区では葉に障害が生じた．グルコースと抗菌剤を用いた後処理を 12 品種の切

り花に適用したところ，12 品種のすべてにおいて切り花の相対新鮮重が増加し，また，9

品種において切り花の品質保持期間が有意に延長された．以上の結果から，チューリップ

切り花の品質保持には，1% グルコースと抗菌剤を用いた連続処理が有効であると結論し

た． 

 



 3.前処理および後処理の併用が様々な品種の切り花の品質保持に及ぼす影響 

 13 品種のチューリップ切り花を用いて，50 mg･L-1エテホンと 25 mg･L-1 6-ベンジルア

ミノプリンを用いた前処理および 1% グルコースと抗菌剤を用いた後処理のそれぞれ単独

および併用の効果について調査した．多くの品種において，前処理により花茎伸長および

葉の黄化が抑制され，また，後処理により花の品質保持期間が延長された．後処理により 7

品種の花茎伸長が促進されたが，これらの品種においても，前処理と後処理を併用するこ

とにより花茎伸長は抑制された．いくつかの品種においては，後処理と比較して併用処理

による切り花の品質保持期間の延長効果が低かったが，対照区よりも品質保持期間が短く

なることはなかった．以上の結果から，広範囲のチューリップ品種における切り花の品質

保持に関して，前処理と後処理の併用が有効であると結論した． 

 

 審査結果の要旨 

 

 本論文は，新潟県の特産品であるチューリップを材料に用いて，生産者が出荷前に短期

間行う前処理と消費者が観賞時に連続的に行う後処理が切り花の品質保持に及ぼす影響を

調査したものである．その中で，まず，エテホンと 6-ベンジルアミノプリンを組み合わせ

て用いた前処理が切り花の品質保持に有効であることを見いだした．次に，1% グルコー

スと抗菌剤を用いた後処理が切り花の品質保持に有効であることを明らかにした．さらに，

これらの前処理と後処理の併用が，様々な品種の切り花の品質保持に有効であることを確

認した．このように，本研究により，チューリップ切り花における簡便な品質保持方法を

確立することができた． 

 本研究において得られた知見は，チューリップの生産・売り上げ拡大に大きく貢献する

ものであると審査委員会は評価した．実際に，新潟県内の主産地では，すでに市販のチュー

リップ用前処理剤を用いた切り花の生産が始まり，その取り組みが広まっている．なお，

本論文の成果の一部は，申請者を筆頭著者として，園芸学会の和文誌「園芸学研究」に掲

載されている． 

 よって，本論文は博士 (農学) の博士論文として十分であると認定した． 

 

 

 
 


